
鶴
見
村
大
庄
屋
直
江
氏
に
つ
い
て

延
命
地
蔵
大
菩
薩
座
像
と
落
武
者
直
江
氏
の
謎

　
戦
時
中
の
こ
と
で
あ
る
。
陸
軍
中
野
学
校
を
出
て
中
支
の
南
昌

の
戦
線
の
荒
野
で
情
報
任
務
に
つ
い
て
い
た
私
に
、
突
然
内
地
に

帰
還
の
命
令
が
で
た
。
海
軍
艦
船
隊
の
出
入
港
で
あ
る
別
府
で
情

報
の
収
集
が
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
私
は
、
軍
、
民
の
二
足

の
草
鞍
を
履
い
て
、
毎
日
の
よ
う
に
別
府
市
内
を
走
ら
ず
、
ぶ
ら

り
ぶ
ら
り
と
歴
史
の
研
究
と
任
務
の
遂
行
に
専
念
し
て
い
た
。

　
そ
の
頃
は
中
組
（
現
火
売
町
）
、
北
中
（
現
北
中
町
）
が
一
つ

の
火
売
町
で
あ
っ
た
。
北
中
に
は
朝
日
村
だ
っ
た
時
の
村
長
直
江

忍
さ
ん
の
屋
敷
が
あ
り
、
こ
こ
に
あ
位
置
し
て
あ
る
地
蔵
尊
は
直

江
氏
が
越
後
か
ら
も
っ
て
き
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
私
も
聞
い

て
い
た
の
で
調
査
し
た
も
の
が
手
許
に
あ
る
の
で
書
き
留
め
て
お

　
延
命
地
蔵
大
菩
薩
座
像
実
測
　
（
昭
和
一
五
年
四
月
）

一
、
所
在
地

一
、
所
有
者

①②③④⑤⑥⑦

後
　
藤
　
武
　
夫

大
分
県
別
府
市
大
字
鶴
見
北
中
四
組

別
府
市
大
字
鶴
見
北
中
町
自
治
会
並
に
公
民
館

鍵
責
任
者
　
同
町
会
計
　
内
藤
幸
一
氏

・
直
江
氏
は
戦
後
熊
本
方
面
に
転
居
し
た
た
め
自
治
会
が
管

　
理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
木
造
り
　
江
戸
時
代
初
期
の
作

　
基
礎
三
重
か
ら
な
る
優
美
な
座
像

　
右
手
に
延
命
錫
杖
　
左
手
に
宝
珠
を
も
つ

　
全
体
の
表
面
は
朱
塗
、
光
背
は
金
箔
塗

　
総
高
（
基
礎
・
尊
像
・
光
背
）
七
五
り

　
台
座
横
幅
三
五
り
・
基
礎
横
幅
一
五
り

　
背
部
（
裏
側
）
に
墨
書
銘
あ
り

　
定
詳
速
見
内
鶴
見
村
高
顕
庵
祀
奉
造
立
地
蔵
大
菩
薩
尊
者

　
也
　
右
之
仏
師
者
日
洲
入
来
而
当
郡
中
村
　
無
残
諸
仏
作
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立
致
直
年
其
名
行
可
行
蔵
父
子
也
　
然
当
時
住
寺
北
陸
道

越
後
國
従
来
高
顕
寺
住
其
名
須
慶
栄
次
代
之
岸
林
造
立
也

信
心
之
趣
意
　
　
武
運
長
久
息
災
延
命
殊
子
孫
繁
昌
氏
子

益
々
繁
昌
慶
長
十
九
年
甲
辰
林
鐘
□
日
石
鹿
　
墨
書
花
押

欽
奉
華
厳
地
蔵
尊
者
須
磨
松
翁
道
清
弼
智
景
林
代
ョ
リ
氏

仏
也
　
歳
貞
享
三
丙
寅
暦
八
月
寿
日
　
花
押

　
　
須
慶
五
代
孫
直
江
彦
左
衛
門
尉
景
林
敬
白
　
同
宝
明
我
書

⑧
　
逗
子
は
仏
壇
造
扉
付
　
地
蔵
堂
を
建
立
し
て
奉
祀
す
る

　
こ
の
地

蔵
尊
は
直

江
家
伝
来

の
も
の
で

あ
る
。
墨

銘
に
よ
る

と
須
慶
松
翁
清
了
智
景
林
の
代
か
ら
氏
仏
と
し
た
し
あ
る
。

　
景
林
は
、
越
後
の
国
か
ら
豊
後
の
国
に
従
来
し
た
須
慶
栄
次
と

い
う
僧
「
岸
林
」
で
あ
り
、
そ
の
名
は
行
蔵
で
妻
は
明
と
い
う
人

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
地
蔵
尊
は
、
速
見
郡
北
中
村
（
こ
の
辺
り
を
中
村
と
い
っ

た
）
に
来
た
日
向
の
仏
師
に
請
て
造
立
し
た
も
の
で
、
直
江
直
年

は
、
そ
の
頃
こ
こ
に
あ
っ
た
高
顕
庵
の
住
師
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。

　
直
江
家
の
口
碑
伝
承
の
、
越
後
か
ら
従
来
し
た
と
き
「
胸
に
毘

沙
門
天
を
抱
き
、
背
中
に
延
命
地
蔵
大
菩
薩
を
背
負
っ
て
来
た
」

と
い
う
こ
と
は
、
鶴
見
北
中
に
永
年
居
住
し
て
い
る
人
だ
っ
た
ら

誰
で
も
が
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
墨
書
銘
は
、
九
十
年
後
の
　
　
一

貞
享
三
丙
寅
年
（
ヱ
ハ
八
六
）
に
、
岸
林
五
代
の
孫
で
あ
る
直
江
　
7
0

彦
左
衛
門
尉
景
林
が
由
来
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
毘
沙
門
天
に
つ
い
て
は
、
直
江
家
が
前
述
の
よ
う
に
戦
後
熊
本

方
面
に
転
居
し
た
と
き
、
熊
本
に
持
参
し
た
も
の
と
思
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
最
近
、
北
中
町
の
佐
藤
節
雄
氏
が
、
「
自
家
に
あ

る
仏
像
は
、
昔
か
ら
鶴
見
の
庵
に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
」

こ
れ
が
、
直
江
家
の
守
り
本
尊
の
毘
沙
門
天
で
は
な
か
ろ
う
か
と

語
ら
れ
て
い
る
。
佐
藤
家
は
南
鉄
輪
村
の
庄
屋
で
、
直
江
雄
八
郎

の
養
子
に
な
っ
た
郁
蔵
重
素
の
生
家
で
あ
る
の
で
、
或
る
い
は
佐

藤
家
に
残
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。



　
直
江
氏
の
九
州
落
ち
に
つ
い
て
は
、
考
察
し
て
み
た
い
。

　
上
杉
謙
信
は
越
後
の
守
護
代
長
尾
為
景
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ

た
。
長
じ
て
、
甲
州
の
雄
武
田
信
玄
と
「
五
ケ
度
合
戦
」
に
お
よ

び
、
そ
の
勝
敗
は
決
せ
ず
し
て
倒
れ
た
。
謙
信
は
戦
国
武
将
と
し

て
は
、
と
く
に
変
わ
り
種
で
生
涯
独
身
で
過
ご
し
た
。
し
た
が
っ

て
甥
の
景
勝
と
小
田
原
の
北
条
氏
康
の
子
景
虎
（
氏
秀
）
の
二
人

を
養
子
に
し
て
い
た
が
、
謙
信
亡
き
後
家
督
相
続
の
争
い
が
起
っ

た
。
「
御
館
の
乱
」
で
あ
る
。

　
謙
信
は
、
比
叡
山
延
暦
寺
で
入
道
し
て
宗
心
と
号
し
た
が
、
臨

終
の
折
り
に
直
江
山
城
守
実
網
の
手
を
と
っ
て
景
虎
の
家
督
相
続

を
託
し
た
と
い
わ
れ
る
。
景
虎
の
妻
が
直
江
山
城
守
の
息
女
で
あ
っ

た
と
も
い
わ
れ
る
。

　
直
江
山
城
守
は
景
虎
に
つ
い
て
戦
っ
た
が
敗
れ
た
。
実
綱
は
、

景
虎
を
小
田
原
に
と
も
な
っ
て
落
ち
た
が
、
途
中
、
鮫
ケ
尾
城
に

立
ち
寄
り
城
主
堀
江
宗
親
に
裏
切
ら
れ
て
討
ち
死
に
し
た
。
し
か

し
実
は
両
人
と
も
生
き
延
び
て
、
景
虎
・
実
網
共
に
は
豊
臣
秀
吉

の
小
田
原
攻
め
で
討
ち
死
に
し
た
と
も
い
わ
れ
る
。
山
城
守
の
墓

は
越
後
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
影
武
者
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ

る
。

　
小
田
原
か
ら
九
州
落
ち
し
た
の
が
景
年
（
景
虎
の
子
）
と
直
年

と
改
名
し
、
豊
後
に
落
ち
つ
き
高
顕
庵
（
こ
う
げ
ん
あ
ん
）
に
住

し
た
の
で
あ
る
。
口
碑
の
「
越
後
か
ら
」
落
ち
て
く
る
と
き
で
は

な
く
「
小
田
原
」
で
あ
ろ
う
。

一
毘
沙
門
天
は
、
祖
父
上
杉
謙
信
の
入
道
宗
心
の
守
り
本
尊
で
あ

　
る
。
ま
た
謙
信
は
毘
沙
門
天
の
申
し
子
で
も
あ
っ
た
。

一
延
命
地
蔵
は
、
命
を
守
る
た
め
落
人
た
る
者
の
信
仰
は
当
然
の

　
こ
と
で
あ
る
。
「
地
蔵
は
、
呪
咀
、
及
び
毒
薬
の
害
を
除
き
、

　
延
命
を
得
さ
し
め
る
」
守
り
本
尊
で
あ
る
。
ま
た
、
「
景
」
の

　
字
を
許
さ
れ
て
使
用
す
る
こ
と
は
、
景
年
以
後
も
使
用
し
て
い

　
る
。

一
高
顕
庵
の
住
師
と
し
て
鶴
見
村
北
中
に
住
み
つ
い
て
い
る
。

一
高
顕
庵
は
現
代
の
稲
荷
社
の
在
る
所
で
、
鶴
見
七
庵
の
一
つ
で

　
あ
る
。
火
男
火
売
神
社
の
神
宮
寺
の
支
配
を
受
け
て
い
た
。
謙

　
信
が
越
後
に
あ
り
し
こ
ろ
、
人
道
宗
心
と
な
っ
た
比
叡
山
の
末

　
流
、
鶴
見
の
高
顕
庵
の
住
師
と
な
っ
た
の
も
何
か
の
理
由
が
あ

　
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
時
代
は
幕
末
の
頃
も
す
ぎ
去
ら
ん
と
す
る
と
き
、
森
藩
が
生

　
ん
だ
学
者
直
江
雄
ハ
郎
重
枝
は
、
こ
の
北
中
村
の
大
庄
屋
と
し
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て
景
年
の
系
続
か
ら
出
た
、
森
藩
の
出
世
男
で
あ
る
。

直
江
雄
八
郎
重
枝
に
つ
い
て

　
　
「
鶴
見
村
は
、
原
中
村
と
北
中
村
を
合
わ
せ
た
村
で
、
東
西
一

里
十
町
、
南
北
十
九
町
。
農
家
二
七
五
戸
、
牛
二
五
　
頭
、
馬
七

頭
を
飼
育
し
て
い
る
。
米
高
九
四
三
石
（
通
常
鶴
見
千
石
）
、
麦

六
八
石
、
七
島
蘭
一
、
三
三
三
束
、
生
姜
三
石
を
産
出
す
る
」
こ

れ
は
、
明
治
十
年
に
西
南
の
役
に
際
し
て
、
官
軍
の
使
役
取
立
の

た
め
の
調
査
で
あ
る
。
（
古
殿
文
書
・
古
殿
の
後
藤
近
蔵
は
田
原

坂
の
戦
に
参
加
し
た
）

　
鶴
見
村
の
大
庄
屋
に
な
っ
た
直
江
雄
八
郎
は
、
森
藩
士
伊
藤
郡

太
夫
の
次
男
と
し
て
玖
珠
に
生
ま
れ
た
。
父
の
郡
太
夫
が
江
戸
に

出
奔
し
た
た
め
、
伯
父
瀬
□
喜
蔵
に
養
育
さ
れ
た
。
雄
ハ
郎
は
藩

士
と
し
て
教
育
を
一
通
り
受
け
て
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
十

六
才
の
と
き
、
鶴
見
村
の
大
庄
屋
直
江
弥
鋪
太
景
艮
の
養
子
と
な
っ

て
、
鶴
見
村
北
中
に
来
た
。

　
国
学
を
中
津
の
渡
遁
重
名
や
、
伊
勢
の
荒
木
田
久
老
に
学
び
、

若
く
し
て
優
秀
名
國
学
者
と
し
て
の
道
を
進
み
、
森
藩
で
は
す
で

に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
文
化
七
・
八
年
（
一
八
Ｉ
回
に
幕
府
測

量
方
の
伊
能
忠
敬
が
、
豊
前
、
豊
後
の
測
量
の
と
き
、
と
く
に
忠

敬
に
所
望
さ
れ
て
天
領
な
ら
び
に
森
藩
領
の
現
地
案
内
の
説
明
役

を
勤
め
た
。
別
府
・
浜
脇
・
鶴
見
・
石
垣
・
鉄
輪
・
平
田
・
辻
間
・

日
出
・
豊
岡
・
山
香
・
立
石
の
測
量
に
つ
い
て
は
、
「
九
州
測

量
日
記
」
に
詳
し
い
の
で
こ
こ
で
は
は
ぶ
く
。

　
伊
能
忠
敬
に
従
者
と
し
て
測
量
に
参
加
し
た
あ
り
さ
ま
は
。

「
文
化
ハ
未
年
（
一
八
一
回
正
月
朔
日
　
朝
よ
り
晴
天
　
町
奉

行
増
田
茂
太
夫
、
郡
奉
行
木
戸
庄
左
衛
門
、
代
官
清
田
九
郎
左
衛

門
、
町
惣
年
寄
渡
逼
久
左
衛
門
、
年
頭
礼
に
出
る
　
此
度
久
留
島

伊
保
守
領
分
庄
屋
鶴
見
村
直
江
雄
ハ
郎
、
辻
間
村
庄
屋
松
川
寛
平

年
首
に
来
る
　
久
留
島
侯
よ
り
贈
物
あ
り
　
我
等
江
半
切
紙
五
千

枚
、
坂
邦
江
同
三
千
枚
　
下
川
辺
、
青
木
、
永
井
千
五
百
枚
宛

内
弟
子
三
人
　
侍
二
人
江
同
千
枚
　
棹
取
二
人
江
同
八
百
枚
宛

小
者
五
入
江
同
六
百
枚
宛
放
送
下
　
即
受
納
　
以
下
略
」
。
以
上

十
七
名
の
測
量
隊
に
警
護
の
役
を
勤
め
る
侍
二
人
は
、
直
江
雄
八

郎
の
案
内
で
鶴
見
村
の
地
図
を
作
成
し
た
。

　
後
、
江
戸
に
帰
っ
た
忠
敬
が
「
豊
後
の
国
の
湯
の
湧
く
里
に
学

者
直
江
雄
八
郎
あ
り
」
と
推
奨
し
た
こ
と
で
、
久
留
島
伊
保
守
の

-
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知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
文
化
ハ
・
九
年
は
豊
前
豊
後
の

諸
藩
に
百
姓
一
揆
が
起
こ
り
、
大
庄
屋
や
郡
奉
行
、
代
官
、
富
豪

の
居
宅
が
襲
わ
れ
、
家
屋
や
墓
石
が
壊
さ
れ
た
が
、
鶴
見
村
は
、

雄
ハ
郎
の
農
政
指
導
が
徹
底
し
て
い
た
の
で
、
被
害
は
僅
少
で
あ
っ

た
と
い
う
。

　
文
化
一
四
年
（
一
ハ
ー
七
）
春
に
は
、
造
営
奉
行
と
な
り
荘
厳

な
火
男
火
売
神
社
の
再
興
に
尽
力
し
た
。
ま
た
、
天
保
元
年
（
一

八
三
）
よ
り
藩
主
久
留
島
通
嘉
侯
の
命
を
受
け
て
、
小
倉
照
湯
の

湯
主
佐
藤
忠
右
衛
門
と
共
に
照
湯
の
湯
場
を
広
げ
、
天
保
一
四
年

に
藩
侯
の
「
お
茶
屋
」
を
造
営
し
た
（
佐
藤
忠
右
衛
門
「
豊
後
園

速
見
郡
鶴
見
村
照
湯
山
温
泉
場
案
内
」
）
。
照
湯
に
つ
い
て
は
、
雄

八
郎
重
枝
が
文
を
書
き
、
藩
の
お
抱
え
絵
師
江
川
吉
貞
が
挿
し
絵

を
書
い
た
「
鶴
見
七
湯
の
記
」
に
、
そ
の
繁
栄
ぶ
り
が
描
か
れ
て

い
る
。

　
雄
ハ
郎
は
、
功
顕
を
藩
侯
に
認
め
ら
れ
伊
島
姓
を
賜
わ
っ
た
。

ま
た
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
森
藩
物
産
方
会
所
奉
行
に
栄

進
し
、
大
坂
蔵
屋
敷
留
守
役
と
な
っ
た
。
同
工
一
年
正
月
に
中
小

姓
と
な
っ
た
の
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
南
鉄
輪
庄
屋
佐
藤
郁

蔵
を
養
子
に
迎
え
、
北
中
の
村
政
を
委
ね
た
。

　
伊
島
雄
八
郎
は
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
寺
社
奉
行
に
な

り
、
嘉
永
六
年
正
月
ご
八
日
に
七
六
才
で
逝
去
し
た
。
久
留
島
藩

は
小
藩
と
は
い
え
、
庄
屋
か
ら
寺
社
奉
行
に
ま
で
栄
達
し
た
雄
八

郎
の
学
識
と
知
謀
は
、
後
世
ま
で
語
り
つ
が
れ
た
。

鶴
見
村
二
題

　
立
小
野
村
に
あ
っ
た
「
た
つ
お
の
湯
」
と
薬
師
地
蔵

　
幻
と
い
わ
れ
た
立
小
野
村
は
、
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）

か
れ
た
豊
後
國
図
田
帳
に
、

　　に
　　書
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「
速
見
郡
千
町
鯨
五
町
　
石
垣
荘
二
百
町
、
本
荘
百
四
十
町
宇
佐

　
領
々
主
神
宮
寺
名
主
等
、
別
府
六
十
町
　
地
頭
職
名
名
越
備
前

　
左
近
大
夫
殿
、
朝
見
郷
八
十
町
宇
佐
領
　
地
顕
職
土
肥
一
王
丸
、

　
竜
門
荘
八
十
町
　
宇
佐
弥
勒
寺
領
一
本
作
百
余
町
、
小
坂
十
七

　
町
　
大
将
家
法
華
堂
別
当
僧
都
房
　
平
場
・
立
小
野
村
十
町
鶴

見
村
加
納
本
大
友
兵
庫
入
道
」
と
あ
る
。

こ
の
図
田
帳
に
あ
る
「
平
湯
」
は
今
の
海
地
獄
で
あ
る
。
海
地
獄

と
明
記
さ
れ
る
の
は
文
化
文
政
以
降
で
あ
る
。
も
と
も
と
鉄
輪
の

里
人
は
、
平
湯
の
こ
と
を
ヒ
ラ
テ
ー
湯
と
呼
び
、
そ
の
西
側
に
あ

-



る
温
泉
（
坊
主
新
地
獄
付
近
）
を
鬼
石
の
タ
ツ
オ
ノ
ン
湯
と
呼
ん

で
い
た
。
も
ち
ろ
ん
ヒ
ラ
テ
ー
は
方
言
で
、
タ
ツ
オ
ノ
は
、
漢
字

に
な
お
せ
ば
立
小
野
で
あ
る
。

　
豊
後
図
田
帳
に
書
か
れ
た
立
小
野
は
、
現
代
の
農
地
台
帳
で
は

山
田
、
奥
の
山
田
、
ハ
イ
ノ
木
渡
り
の
用
水
の
あ
て
□
ま
で
と
、

明
岩
滝
と
湯
山
の
一
部
（
地
獄
く
ぼ
）
ま
で
ゞ
を
い
っ
た
。
こ
れ

か
ら
推
し
量
る
と
こ
の
村
は
、
縦
に
長
く
の
び
た
村
で
、
東
西
は

火
売
町
の
中
道
（
塚
原
線
）
火
売
北
中
村
に
通
ず
る
辺
り
で
、
現

在
の
県
立
農
研
、
稲
荷
山
付
近
と
自
池
地
獄
付
近
で
、
昔
の
明
男

街
道
が
鉄
輪
と
の
境
で
あ
っ
た
。
自
他
地
獄
横
に
我
が
家
の
田
が

あ
っ
た
頃
、
亡
父
が
「
タ
ツ
オ
ノ
に
仕
事
に
ゆ
く
」
よ
く
い
っ
て

い
た
。
明
治
・
人
正
生
ま
れ
の
人
し
か
覚
え
て
い
な
い
地
名
と
な
っ

た
。

　
薬
師
地
蔵
は
、
鶴
見
火
売
町
六
親
の
山
本
信
行
氏
の
所
有
地
に

鎮
座
し
て
い
る
。

　
石
殿
（
九
三
、
一
？
）
は
安
山
岩
で
造
ら
れ
、
そ
の
中
に
地
蔵

尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
地
蔵
尊
の
台
座
に
は
、
発
起
人
・
世
話

人
宮
人
夫
、
彦
三
郎
、
影
乃
本
加
兵
衛
、
施
主
中
野
屋
敷
親
中
・

大
宮
司
親
中
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
火
売
町
六
親
に
影
釣
本
の
地
名

が
あ
る
。
鎌
倉
時
代
、
鶴
見
権
現
に
楠
木
の
巨
木
が
あ
り
、
そ
の

影
が
影
釣
木
ま
で
の
び
た
の
で
、
こ
こ
の
地
名
を
影
釣
木
と
い
っ

た
。
地
蔵
尊
は
も
と
タ
ツ
オ
ノ
湯
に
安
置
さ
れ
、
こ
の
湯
に
入
っ

て
い
た
者
が
座
前
と
な
っ
て
、
地
蔵
の
供
養
と
春
秋
二
度
の
「
お

せ
っ
た
い
」
し
て
い
た
。
現
在
は
、
山
本
信
行
、
郷
司
幸
夫
、
後

藤
則
男
、
後
藤
勲
、
松
川
利
夫
氏
な
ど
が
引
き
続
き
お
守
り
を
し

て
い
る
。

　
円
通
寺
庵
の
コ
ン
ピ
ラ
祠

　
ル
ミ
エ
ー
ル
の
丘
の
東
側
、
実
相
寺
と
角
殿
山
の
問
を
南
北
に

走
る
道
路
が
あ
る
。
こ
こ
を
犬
の
馬
場
と
い
っ
た
。
慶
長
五
年
の

石
垣
原
合
戦
の
と
き
、
黒
田
軍
の
第
一
陣
の
将
ほ
里
与
三
兵
衛
、

母
里
太
兵
衛
、
時
枝
平
太
夫
の
陣
地
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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こ
こ
に
円
通
庵
が
あ
っ
た
。
た
だ
雨
露
を
凌
ぐ
だ
け
の
庵
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
つ
い
さ
き
頃
ま
で
は
、
大
岩
の
う
え
に
祀
ら
れ
た

金
毘
羅
祠
付
近
は
、
昼
な
お
暗
い
森
の
な
か
で
あ
っ
た
。

　
昔
、
実
相
寺
山
の
東
側
の
麓
に
宝
泉
山
実
相
寺
が
あ
っ
た
。
こ

の
実
相
寺
は
、
合
戦
の
戦
火
に
か
か
り
灰
迪
に
帰
し
た
の
ち
、
知

行
主
と
な
っ
た
久
留
島
侯
の
助
力
で
、
寺
領
五
十
石
を
給
さ
れ
て

再
興
さ
れ
た
。
宝
泉
山
円
通
庵
は
、
も
と
の
実
相
寺
と
は
反
対
側

の
実
相
寺
山
の
西
側
の
麓
に
あ
っ
た
。

　
大
石
の
上
に
祀
っ
て
あ
っ
た
金
毘
羅
石
祠
は
、
な
ぜ
か
扉
を
閉

じ
て
開
帳
し
な
か
っ
た
。

　
コ
ン
ピ
ラ
は
、
印
度
語
で
鰐
の
意
味
で
あ
る
。
五
百
年
前
に
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
が
印
度
の
ゴ
ア
を
占
領
し
て
、
貿
易
船
を
カ
ン
タ
ン

湾
に
派
遣
し
た
と
き
、
航
海
の
安
全
を
祈
願
す
る
神
と
し
て
、
鶴

見
村
に
も
奉
祀
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
以
後
円
通
庵
は
豊
漁

の
神
と
し
て
繁
盛
し
た
と
も
い
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
ご
神
体
の
巨
岩
は
、
頭
部
に
十
字
が
刻
ま
れ
た

キ
リ
シ
タ
ン
の
ゼ
ウ
ス
で
あ
り
、
鶴
見
ゑ
び
原
に
あ
る
エ
ビ
ス
神

社
の
ご
神
体
と
ほ
ぼ
同
型
の
顔
だ
ち
が
浮
か
ん
で
見
え
る
。
天
正

九
年
春
、
大
友
宗
麟
に
招
か
れ
た
宣
教
師
一
行
が
、
航
海
の
安
全

を
祈
っ
て
コ
ン
ピ
ラ
に
詣
で
た
こ
と
が
耶
蘇
教
日
本
年
表
に
あ
る

が
、
円
通
庵
な
ど
は
、
或
る
い
は
コ
ン
ピ
ラ
を
隠
れ
蓑
に
し
て
、

じ
つ
は
、
ゼ
ウ
ス
の
像
を
安
置
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
円
通
庵
の
金
毘
躍
教
徒
は
、
鶴
見
村
原
中
村
の
人
に
よ
ら

ず
、
明
君
、
小
倉
、
竹
ノ
内
な
ど
に
多
く
の
信
者
が
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
る
。

　
こ
の
庵
の
守
を
し
て
い
た
馬
場
町
の
平
松
恵
次
、
平
松
源
六
の

両
氏
に
戦
前
戦
後
数
回
に
わ
た
り
調
査
の
た
め
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
。

　
な
お
、
こ
の
稿
を
書
く
に
あ
た
り
、
大
野
保
治
先
生
、
川
辺
正

二
、
山
本
信
行
、
安
部
米
吉
、
内
藤
幸
。
の
諸
氏
に
多
大
の
お
世

話
を
お
か
け
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
厚
く
お
礼
を
申
し
ま
す
。
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